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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の目的は，準学士課程については学則第１条に，専攻科課程については学則第 47 条に明確に

定めている（資料１－１－①－１）。 

 本校では，「我が国の将来を担うものづ

くりの基盤技術を支える創造性に富んだ技

術者を養成するため，地域社会と連携し，

実験・実習を重視した実践的な技術教育を

行う」を教育理念として掲げており，目的

と教育理念のもとに，養成すべき人材像，

学習・教育目標，準学士課程卒業時及び専

攻科課程修了時に達成すべき目標を設定し

ている（資料１－１－①－２）。また，入

学志願者に対し受け入れ側から意思表示を

行う「アドミッション・ポリシー」（資料１－１－①－３）を定めている。アドミッション・ポリシ

ーの詳細については基準４で述べる。 

 

資料 １－１－①－２ 本校の教育理念，養成すべき人材像，学習・教育目標，達成目標 
Ⅰ 本校の教育目標 

１．教育理念 

  我が国の将来を担うものづくりの基盤技術を支える創造性に富んだ技術者を養成するため，地域社会と連携し，実験・実習を重視した実践

的な技術教育を行う。 

２．養成する人材像 

  本校では，この教育理念に基づき，次のような人材を養成することを目標にしています。 

 ① 豊かな感性と高い倫理観に裏打ちされた幅広い教養を持つ人材 

 ② 専門的知識と技術を活用して，実践的なものづくりを行える人材 

 ③ 主体的に問題を発見し，それを解決していく能力を有する人材 

 ④ 環境保全も視野に入れて国際的に活動するとともに，地域への貢献が果たせる人材 

 ⑤ 幅広い工学知識を複合させ，活用できる人材 

３．学習・教育目標 

本校では，上記の人材を養成するため，学生が身につけるべき能力として以下の学習・教育目標を定めています。 

① 技術者としての基礎力 

② 持てる知識を使う応用力 

③ 社会と自らを高める発展力 

④ 地球の一員としての倫理力 

⑤ 社会とかかわるためのコミュニケーション力 

４．達成目標 

本校では、上記の学習教育・目標に基づき本科卒業時及び専攻科修了時において、学生が具体的に身に付けておきたい能力として以下のよ

うな達成目標を定めています。 

【本科学生の達成目標】 

① 学び習得した知識を適切に表現し、活用することができる。 

② 実験等で得られた結果について、すでに学んだ知識をもとに分析し、報告することができる。 

③ 関心のある分野について継続的に学習していくことができる。 

④ 地球や地域の環境保全を念頭に置きながら、社会生活を送ることができる。 

⑤ 日本語及び英語の資料等を読み、適切に理解することができる。 

⑥ 自らの考え等について分かりやすく関係者に説明することができる。 

資料 １－１－①－１ 本校目的に関する学則規定 

米子工業高等専門学校学則（抜粋） 

第 1 章 本校の目的 

（目的） 

第１条 米子工業高等専門学校（以下「本校」という。）は，教育基本法（昭

和 22 年法律第 25 号）の精神にのっとり，学校教育法（昭和 22 年法律第 26

号）に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成するこ

とを目的とする。 

（中略） 

第８章 専攻科 

（目的） 

第 47 条 専攻科は，高等専門学校における教育の上に，精深な程度において工

業に関する高度な専門的知識及び技術を教授研究し，もって広く産業の発展

に寄与する創造性豊かな人材を育成することを目的とする。 

（後略） 

（出典 米子工業高等専門学校規則集データベース）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校は，使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，養成しようとする人材像を含めた達成し

ようとしている基本的な成果等を明確に定めている。 

その根拠理由として，学則で目的を定め，さらに理念や人材像などをより平易な表現で学生便覧等

の冒頭に掲げている。 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況）  

学校教育法第 70 条の２は，「高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育

成することを目的とする」と定めている。この精神に則り，資料１－１－①－１（５ページに前出）

に示すように，学則第１条に目的を定めている。この目的を基礎として，教育理念，教育研究活動上

の基本方針，学習・教育目標を定めており，平成 18 年度には準学士課程卒業時及び専攻科課程修了

時の学生の達成目標を新たに設定し，平成 19 年度学生便覧等に記載した（資料１－１－①－２，５

～６ページに前出）。また，各学科，専攻の目標を資料１－１－②－１～３のように定めており，各

専門分野における深い専門教育を内容とし，工業技術者として職業に必要な能力の育成を目指してい

る。 

 

資料１－１－②－１ 準学士課程一般科目目標 
（１） 教育の成果に関して達成すべき内容・水準 

① 教養教育（一般科目） 

人格の形成を促し，社会人・国際人として必要な知識・技術を付与するとともに，専門教育を受けるための基礎を築くことを目標とし，

次のような能力を育成する。 

（１）日本語による的確な読解力，表現力，思考力 

（２）現代社会の成り立ちと課題を，歴史的，文化的背景とともに理解する力 

（３）外国語によるコミュニケーション能力 

（４）数学，自然科学及び情報技術に関する基礎的知識及びそれらを応用する能力 

（５）自己の健康管理，能力開発を行い，自主的，継続的に活動する能力 

（６）習得した知識を実践的かつ創造的に展開し，実際のものづくりに生かす能力 

（出典 米子工業高等専門学校中期計画）

資料１－１－①－３ 準学士課程アドミッション・ポリシー 
学 生 募 集 要 項 （抜粋） 

Ⅰ アドミッションポリシー 

本校の入学者に期待される人間像は，次のとおりです。 

・ものづくりに関心があり，基礎学力を持った人 

・自ら見つけた目標を達成するために挑戦していける人 

・文化や自然環境を大切にする人 

（出典 平成 19 年度学生募集要項）

【専攻科学生の達成目標】 

① 工学に関する様々な問題等を自ら発見することができる。 

② 発見した問題を解析し、自ら設定した行動計画のもとに解決することができる。 

③ 専門的な英語の文献等を読み、理解することができる。 

④ 自らの専門的知識・技術及び関連する分野の知識について、時代の進展に対応し、フォローアップすることができる。 

⑤ 持続可能な社会を念頭に置きながら、仕事その他の社会生活を送ることができる。 

⑥ 問題解決に向けて，チームの中で自己の意見を述べ，また他者の意見を聞きながら適切に作業を進めることができる。 

⑦ 専門分野の課題について報告書等を作成し，適切な資料を用いて関係者に分かりやすく説明することができる。 

（出典 平成 19 年度学生便覧 pp.1～2）
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資料１－１－②－２ 準学士課程専門学科目標 
② 本科専門教育 

実践的技術者として必要な次のような能力を育成する。 

（１）基本的知識を基に，実験を計画・実行し，データを解析して結論を導く能力 

（２）経済性，安全性，信頼性，社会・環境への影響を考慮しながら，現実のシステムにおける問題点を見出し，解決する能力 

（３）常に問題意識を持ち，自分の個性を生かして自発的に問題を見つけ，解決する能力 

各専門学科において目標とする具体的な能力は以下のとおりである。 

なお，これらの能力の水準は，各学科に関連する日本技術者教育認定機構の分野別要件に準拠したものとする。 

１ 機械工学科 

機械工学科は，機構，構造，材料などの運動や力学に関する基礎知識を基に，機械システムを設計・開発する能力を有し，更にこのシステム

をコントロール可能な機械制御システムとして扱うことができる実践的技術者の養成を目標とする。 

本学科の卒業生が備えるべき知識・技術は以下のとおりである。 

（１）力学現象における材料と構造に関する基礎知識・技術 

（２）力学現象におけるエネルギーと流れに関する基礎知識・技術 

（３）機械システムの運動と振動・騒音に関する基礎知識・技術 

（４）機械システムの設計とその生産・加工・管理に関する基礎知識・技術 

（５）機械制御システムを扱うための情報と計測・制御に関する基礎知識・技術 

（６）機械制御システムを構築する上での実践的ものづくりに関する基礎知識・技術 

２ 電気工学科及び電気情報工学科 

平成１６年度より電気工学科を電気情報工学科に時代の要請に基づき名称変更する。いずれも電気主任技術者認定校の資格は継続維持すると

ともに，電気・情報通信関連の幅広い分野で活躍できる十分な基礎学力を具備した実践的技術者の養成を目標とする。 

電気工学科 

本学科の卒業生が備えるべき知識・技術は以下のとおりである。 

（１）電気エネルギーの発生と輸送に関する基礎知識・技術 

（２）電気機器の設計や制御に関する基礎知識・技術 

（３）電子デバイスや半導体集積システムに関する基礎知識・技術 

（４）情報伝送や通信ネットワークに関する基礎知識・技術 

（５）情報の処理，加工などの情報システムに関する基礎知識・技術 

電気情報工学科 

本学科の卒業生が備えるべき知識・技術は以下のとおりである。 

（１）電力システムやエネルギー変換に関する基礎知識・技術 

（２）電気・電子機器の設計や新制御方式に関する基礎知識・技術 

（３）高速半導体デバイスや高密度集積回路に関する基礎知識・技術 

（４）次世代のネットワークやデジタル通信に関する基礎知識・技術 

（５）インターネットのセキュリティに関する基礎知識・技術 

（６）情報システム及びソフトウエア開発に関する基礎知識・技術 

３ 電子制御工学科 

電子制御工学科は，コンピュータによる制御技術を習得し，制御回路，制御プログラム，機械システムの開発，設計ができる実践的技術者の

養成を目標とする。 

本学科の卒業生が備えるべき知識・技術は以下のとおりである。 

（１）電子デバイス（トランジスタ,ＦＥＴ,デジタルＩＣ等）の基礎特性及び動作を理解する能力 

（２）電子回路や制御回路を理解するための基礎知識と開発・設計するための応用技術 

（３）コンピュータ，プログラム，情報ネットワークを理解するための基礎知識技術 

（４）コンピュータを応用した機械システムや電子制御回路を構築するためのシステム化技術 

（５）機械システムの構造及び特性を理解するための基礎知識と開発・設計するための応用技術 

（６）機械システムを制御・最適化するための応用技術 

４ 物質工学科 

物質工学科は，化学及び生化学を基盤とし，それらから派生する工学の基礎知識と技術を備えた実践的技術者の養成を目標とする。 

本学科の卒業生が備えるべき知識・技術は以下のとおりである。 

（１）化学量論，熱力学，移動現象論に関する基礎知識と，それらを問題解決に応用できる技術 

（２）有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，高分子化学，材料化学，生化学，環境化学，化学工学，プロセス工学に関する基礎知識と，

それらを問題解決に応用する技術 

（３）化学プロセスに応用される情報処理，電気工学，機械工学を理解する能力 

５ 建築学科 

建築学科は，社会環境及び建築技術の革新に合わせた知識・技術を習得し，建築の企画，設計，生産に従事する創造的な実践的技術者の養成

を目標とする。 

本学科の卒業生が備えるべき知識・技術は以下のとおりである。 

（１）社会・環境に配慮して建築を企画・設計するために必要な基礎知識・技術 

（２）安全な建築の構造を計画・設計するために必要な基礎知識・技術 

（３）建築の生産を計画・管理するために，必要な基礎知識・技術 

（出典 米子工業高等専門学校中期計画）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の目的は，学校教育法第70条の２に規定された，高等専門学校一般に求められる目的からはず

れるものではない。 

その根拠理由として，学則，学科，専攻の目的が｢深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を

育成する｣に一致している。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的は学生便覧（資料１－１－①－２，５～６ページに前出），学校要覧（資料１－２－①

－１）及び Web ページ（資料１－２－①－２）に掲載している。学生便覧は全教員及び全学生に配布

している。学校要覧は資料１－２－①－３のように校内，校外に配布されているほか，Web ページで

も公開されている。また，学科及び専攻の目標（資料１－１－②－１～３，６～８ページに前出）は，

校内 Web ページで閲覧できるほか，学生便覧及び学校要覧（資料１－２－①－４～５）にわかり易い

資料１－１－②－３ 専攻科課程目標 
③ 専攻科専門教育 

専攻科は，より高度な専門学術を教授するとともに，幅広い教養と優れた人格を備え，広く産業の発展に寄与することのできる自立した専門

職業人としての技術者の養成を目標とする。専攻科各専攻は，日本技術者教育認定機構の教育プログラム認定を目指す。 

各専攻は，以下の基本的能力を涵養し，その上に，各専攻の目指す能力を付与し，実践的開発型技術者を養成する。 

（１）新たな技術を自主的に学習し，応用できる能力 

（２）社会の要求を調査し，問題を発見し，習得した知識と技術を基にその問題を解決する能力 

（３）習得した知識と技術の総合により，直面する課題の分析とそれを解決する能力及びその内容を第三者に伝達するコミュニケーション能力 

（４）新たな技術が人間社会や自然環境に及ぼす影響を十分に予測できる能力 

１ 生産システム工学専攻 

生産システム工学専攻は，本科で学んだ機械工学，電気，電子制御工学分野の基礎知識と技術を基に，他分野の幅広い知識を修得し，学際的

な技術分野における問題解決能力を備えた実践的技術者の養成を目的とする。本専攻の修了生が備えるべき知識・技術は以下のとおりである。 

（１）機械システム，電気機器，電子デバイスの要素技術に関する基礎知識・技術 

（２）機械システム，電気機器，電子デバイスの材料と構造に関する応用知識・技術 

（３）機械システムの運動と振動に関する応用知識・技術 

（４）エネルギーと流れに関する応用知識・技術 

（５）機械システム，電気機器，電子デバイスの設計と生産に関する応用知識・技術 

（６）機械システム，電力エネルギー，電気機器，電子デバイスを計測，制御するための応用知識・技術 

（７）情報伝送や通信ネットワークに関する応用知識・技術 

（８）情報の処理，加工，制御を行うための情報システムに関する応用知識・技術 

（９）要素技術を組み合わせてシステムを構築するための応用知識・技術 

２ 物質工学専攻 

物質工学専攻は，材料及び生物に関する基礎的な知識・技術と，それらを個別の問題に対して応用・発展させることのできる力を身につけ，

幅広い視野に立って総合的な問題解決ができる実践的開発型技術者の養成を目標とする。本専攻の修了生が備えるべき知識・技術及び能力は以

下のとおりである。 

（１）有機化学反応を利用し，有機化合物の合成を設計する知識・技術 

（２）無機化学反応を利用し，無機化合物の合成を設計する知識・技術 

（３）測定原理を理解し，環境分析等に利用する知識・技術 

（４）熱力学的諸量を用い，物質の性質を理解するとともに，化学反応予測に利用する知識・技術 

（５）単位操作・分離技術を利用して，化学プラントを設計する知識・技術 

（６）材料化学の知識に基づいて，材料設計に応用する能力 

（７）生物機能について理解し，物質生産に応用する能力 

３ 建築学専攻 

建築学専攻は，建築・都市・地域計画，建築環境及び建築構造に関する高度な知識と技術を身につけ，幅広い視野に立って問題解決できる創

造力に富んだ実践的開発技術者を養成することを目標とする。本専攻の修了生が備えるべき知識・技術及び能力は以下のとおりである。 

（１）建築・都市に関わる社会的・地域的な視点を養い，よりよい生活空間をその地域の風土を考慮し，機能的かつデザイン的に計画できる知

識・技術 

（２）建築の室内及び外部空間において，エネルギー負荷を考慮しつつ快適かつ適正な環境を保持するための環境要素の予測・評価・調整に関

する知識・技術 

（３）建築構造物の内外で安心して生活が営まれるよう，構造上安全かつ経済的な建築空間ならびに構造種別・形式を選択・計画できる知識・

技術 

（４）持続可能な社会を念頭におき，既存の建築・都市空間の保存再生，環境負荷の低減かつ防災を意図した評価・改修の計画技術 

（５）建築設計及び建築現場で有効な実践的知識・創造力 

（出典 米子工業高等専門学校中期計画）
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形で掲載している。また，不定期ではあるが，広報誌「彦名通信」に記事を掲載するとともに，後援

会総会や支部会を通じ学生やその保護者に教育目標などについて周知を図っている（資料１－２－①

－６）。本校の学習・教育目標は玄関や学生昇降口の計３箇所にパネルで掲示している。また，本年

４月から全教室にも掲示している。さらに，校内６箇所に設置した電子掲示板では学習・教育目標や

学生の達成目標を定期的に表示している（資料１－２－①－７）。このほか，新入生のオリエンテー

ションにおいて学校の目的等を周知している（資料１－２－①－８）。また，学校の目的等の周知の

度合いは，教職員及び学生へのアンケートで検証している（資料１－２－①－９）。このアンケート

結果より，教職員については学校の目的が十分に周知できていると判断できる。また，学生について

は 60％以上の学生が卒業時に達成すべき目標（学習・教育目標）を知っているが，まったく知らな

いとした学生も 10％強いることから，さらに多くの学生に目的等を周知する方法を検討している。 

 

資料１－２－①－１ 学校要覧の目的の部分 

 

（出典 平成 18 年度 学校要覧）
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資料１－２－①－２ 目的を掲載した Web ページ 

 

（出典 米子高専 Web ページ）

資料１－２－①－３ 学校要覧配布物配布先

一覧 

配 布 先 部数 

職 員 等 38 

名誉教授 27 

国立高等専門学校 54 

中国地区国立大学法人等 10 

豊橋技術科学大学 1 

長岡技術科学大学 1 

文部科学省高等教育局専門教育課 1 

国立学校財務センター 1 

独立行政法人高等専門学校機構本部 10 

鳥 取 県 1 

米 子 市 1 

境 港 市 1 

鳥取県産業技術センター 3 

(財)鳥取県産業振興機構 1 

米子高専振興協力会 100 

教務係（進路指導用，留学生用，入試説

明会用） 
200 

学生係（就職用） 200 

後  援  会  50 

Ｐ Ｒ 用 300 

保 存 用 1 

予 備   199 

    合   計 1,200 

（出典 総務課資料） 

資料１－２－①－４ 各学科・専攻の目的

（抜粋） 
Ⅱ 教育課程 

（中略） 

 

一般科目・各学科・専攻科の概要 

一般科目 

（中略） 

 これらの教育を通じて，わが国に，更に国際社会に役立つ有為な

人材を育て送り出すことが，本校の一般科目の教育理念であり，目

的である。 

 

機械工学科 

（中略） 

 本校の機械工学科では、まず学生がこの機械工学の「基礎知識」

をしっかりと身につけること，そしてそれらの基礎を実際の場面で

「応用」できる力を磨くことを大きな目標においている。その上に

立って，より高度な機械を創り出す上で欠かせない，電気工学，電

子工学，情報処理、さらにコンピュータによる機械の制御に関する

基礎的内容も取り入れることにより，個々の機械だけでなく、より

幅広い立場に立って「機械システム」を扱える技術者の養成を目指

している。 

（後略） 

（出典 平成 19 年度学生便覧 pp.5～12）
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資料１－２－①－７ パネル掲示・電子掲示板 

 

パネル掲示（正面玄関） 

 

電子掲示板（正面玄関） 

 

資料１－２－①－５ 各学科・専攻の目的

（抜粋） 

（出典 平成 18 年度学校要覧 pp.8～19）

資料１－２－①－６ 広報誌「彦名通信」

（抜粋） 

（出典 平成 18 年７月 No.145 彦名通信）
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資料１－２－①－８ 新入生オリエンテーション資料 

平成１８年度新入生オリエンテーション日程表 
 

日 時 平成１８年４月６日（木）～４月７日（金） 

場 所 本校・大山ホワイトパレス ＴＥＬ(0859)52-2721 

４月６日（木） ４月７日（金） 

時刻 行 事 担 当 場 所 時刻 行 事 担 当 場 所 

8：45 点呼 H・R   7：30 起床・洗面   

 合同講義室へ誘導 学級担任  8：00 点呼 室長・担任  

8：30 朝食   9：00 講話 教務主事 

学生主事 

学生相談室長 

合同講義室

 
9：00

クラス別ミーテ

ィング 
学級担任  

 玄関前へ誘導   

9：30 写真撮影（撮影の

合間にＨ・Ｒ） 

学生部 玄関前 10：30
大山寺まで 

散歩 
学級担任 

雨天時： 

クラス別ミー

ティング 

11：00 学校出発   12：30 昼食 

整理・清掃 

  

12：00 宿舎到着・身辺整

理 

  13：30 感想文等作成 学級担任 食事の場所 

12：30 昼食   14：00 点呼 学級担任  

13：30 講話 教務部 

教務主事補 

 14：10 宿舎出発 室長・担任  

15：00 学校到着（男子は米子駅のみで途中下車可） 16：00 クラス別ミーティ

ング 

学級担任 

 

 

18：30 夕食   

15：30

 

講話 

 

学生部 合同講義室 

(女子学生 

のみ） 

16：00

 

解散  19：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入浴 男子 

Ｍ科 19:30 ～22：00 地階浴室Ａ 

   Ｅ科 19:30 ～21：00 １階浴室Ｅ 

   Ｄ科 19:30 ～21：00 地階浴室Ｂ 

   Ｃ科 21：00～22：00 １階浴室Ｅ   

   Ａ科 21：00～22：00 地階浴室Ｂ 

    女子  

Ｍ，Ｅ，Ｄ科 

      19：30～20：30 地階浴室Ｃ 

   Ｃ科 20：30～22：00 地階浴室Ｃ 

   Ａ科 19：30～22：00 地階浴室Ｄ 

22：10 点呼 室長・担任 廊下 

23：00 消灯   

 

◎食事場所：当日指示 

 

◎クラス別ミーティングの内容及び場所 

  自己紹介 

  諸規則等の説明（学生便覧とシラバス） 

  クラス役員の選出 

  健康の日の日程について 

 場所 当日指示 

 

◎朝の点呼 晴天時：前 庭 

      雨天時：食事の場所 

 

 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の目的は，学校の構成員に配布物により繰り返し周知しているほか，入学時のオリエンテーシ

ョンで始めに周知している。また，校内への学習・教育目標の掲示を行い，常に学校の構成員が確認

できるようにしている。 

以上のように，構成員には様々な方法で周知を行っているが，約10％の学生には学習・教育目標等

が認識されていないため，今後一層の周知努力が必要である。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の理念，人材像，学習・教育目標等を掲載した学校要覧（資料１－２－①－１，９ページに前

出）を米子高専振興協力会，入試説明会，求人企業，後援会などに広く配布（資料１－２－①－３，

10ページに前出）することにより公表しているほか，年２回実施している学校見学会（オープンキャ

ンパス）や県内外で行われる学校説明会で本校のアドミッション・ポリシーなどを記載した学校パン

フレット（資料１－２－②－１）を中学生などに配布している。また，校外で実施している公開講座，

ジョイント講座や出前講座にも学校要覧や学校パンフレット等を持参し，参加者に配布している。さ

資料１－２－①－９ 教職員・学生アンケート結果 

教職員アンケート
常勤教員　52名
非常勤教員　0名
技術職員　12名

よく知っている

よく知っている

よく知っている

よく知っている

一部知っている

一部知っている

一部知っている

一部知っている

ほとんど知らない

ほとんど知らない

ほとんど知らない

ほとんど知らない

まったく知らない

まったく知らない

まったく知らない

まったく知らない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校の使命を御存知でしたか？

本校の教育理念をご存知ですか？

本校の養成すべき人物像を知っていますか？

教育目標を知っていましたか？

学生アンケート
1年生　49名

2年生　50名

3年生　46名

4年生　46名

5年生　144名

よく知っている

一部知っている

一部知っている

一部知っている

一部知っている

ほとんど知らない

ほとんど知らない

ほとんど知らない

ほとんど知らない

まったく知らない

まったく知らない

まったく知らない

まったく知らない

よく知っている

よく知っている

よく知っている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校の使命を御存知ですか？

教育理念をご存知ですか？

本校の養成すべき人物像を知っていますか？

教育目標を知っていましたか？

（出典 平成 18 年度第２回評議員会資料）
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らに，Webページに理念，人材像等を掲載したページを作成し（資料１－２－①－２，10ページに前

出），学校要覧や学生募集要項（資料１－１－①－３，６ページに前出）などもWebページで公開す

ることによって広く社会に公表している。また，学習・教育目標を校内玄関等に掲示し（資料１－２

－①－７，11ページに前出），来校者に広く公開している。公表の度合い及び外部の認識度について

は，本校卒業生・修了生の就職先企業にアンケートを実施し，検証している（資料１－２－②－２）。 

 

 

資料１－２－②－１ 学校パンフレット 

準学士課程学校パンフレット 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の目的を社会に広く公表している。 

その根拠理由として，上記に示す印刷物の配布，Webページによる公開を行っており，アンケート

結果から広く社会に公表・認識されている。 

資料１－２－②－２ 企業アンケート結果 

企業アンケート
13社（卒業生・修了生採用人数　合計25名）

よく知っている

よく知っている

よく知っている

よく知っている

一部知っている

一部知っている

一部知っている

一部知っている

ほとんど知らない

ほとんど知らない

ほとんど知らない

ほとんど知らない

まったく知らない

まったく知らない

まったく知らない

まったく知らない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校の使命をご存知でしたか？

本校の教育理念をご存知でしょうか？

本校が養成すべき人物像を御存知でしたか？

本校の教育目標を御存知でしたか？

（出典 平成 18 年度第２回評議員会資料）

（資料１－２－②－１ 学校パンフレット） 

専攻科課程学校パンフレット 

 

（出典 平成 18 年度学校パンフレット）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校の学習・教育目標などは，学生便覧や学校要覧などに掲載し，玄関等複数箇所にパネルや電子

掲示板で掲示しており，学校の構成員すべてに公表している。さらに，本校の入学希望者や求人企業

等にも公表している。 

 

（改善を要する点）  

本校の目的・学習教育目標が学生へ十分に周知されているとは言えず，より一層の周知努力が必要

である。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校は，学校教育法第70条の２に基づき，本校の使命，教育研究活動上の基本方針，学習・教育目

標及び学生の達成目標を明確に定めている。これらは高等専門学校一般に求められる目的からはずれ

たものではない。そして，これらを学生便覧など学生等に配布する資料，学校要覧などの広報資料あ

るいはWeb等に掲載するとともに，掲示板及び電子掲示板で表示し，学校構成員及び社会に対する周

知を図る努力を行っている。 

 


